
平成 26 年度 第 5 回選手強化委員会  
  
平成 27 年 2 月 5 日（木）15：00 から岩手県体育協会会館で開催しました。 
 

 
 １ 開会 
 ２ 挨拶 

３ 報告事項 
 （１）国民体育大会冬季大会の結果について[スケート・アイスホッケー競技会] 

（２）第 70 回国民体育大会冬季大会岩手県選手団の編成について 
（３）平成 26 年度第 71 回国民体育大会強化委員会経過概要について 
（４）平成 26 年度競技団体ミーティング結果について 
（５）平成 26 年度選手強化事業費の配分について 
４ 協議事項 
（１）平成 27 年度選手強化方針（案）について 
（２）平成 27 年度選手強化予算（案）について 
（３）その他 
５ その他 
６ 閉会 

 

 
冒頭の挨拶では川口仁志（公財）岩手県体育協会副会長兼理事長、西田範次選手強化委

員会委員長それぞれから第 70 回国民体育大会のスケート・アイスホッケー競技会の曽我こ

なみ選手の優勝を筆頭に、県勢の活躍に関する話題が紹介された。また西田選手強化委員

長からは、岩手国体を 1 年前に控え、長崎国体の反省をもとに、各競技団体が準備すべき

点についても挨拶の中で触れられた。 
報告事項では、長崎国体終了後に行った各競技団体とのミーティング結果の報告があり、

それに関し、委員からは「競技団体の目標点に関し、目標達成のために、もっと具体策を

持って、選手強化を進めなければならないのではないか。」などの意見が寄せられた。 
協議事項では、平成 27 年度選手強化方針、選手強化予算について提案され、いずれも来

年度からは本格的に実施する月毎のＰＤＣＡサイクルを実践していくことが重要であり、

各競技団体の目標点のあり方についても、ＰＤＣＡサイクルを回していく中で、目標点に

近づけていく様な取組にしていき、目標達成につなげていくということを全体の場で確認

し、閉会となった。 


